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がん細胞の浸潤性獲得の分⼦機構 Research Project

Project/Area Number 03151020

Research Category Grant-in-Aid for Cancer Research

Allocation Type Single-year Grants

Research Institution Kanazawa University

Principal Investigator 清⽊ 元治   ⾦沢⼤学, がん研究所, 教授 (10154634)

Co-Investigator(Kenkyū-
buntansha)

⽊村 成道  東京都⽼⼈総合研究所, 主任研究員室⻑⼼得 (60073029) 
⾕⼝ 俊⼀郎  九州⼤学, ⽣体防御医学研究所, 助教授 (60117166) 
早川 太郎  愛知学院⼤学, ⻭学部, 教授 (80064822) 
宮崎 ⾹  横浜市⽴⼤学, ⽊原⽣物学研究所, 助教授 (70112068) 
岡⽥ 保典  ⾦沢⼤学, 医療技術短期⼤学部, 助教授 (00115221)

Project Period (FY) 1991

Project Status Completed (Fiscal Year 1991)

Budget Amount *help ¥15,500,000 (Direct Cost: ¥15,500,000)
Fiscal Year 1991: ¥15,500,000 (Direct Cost: ¥15,500,000)

Keywords 浸潤転移 / がん悪性化 / メタロプロテア-ゼ / TIMP / NDPキナ-ゼ / βmアクチン

Research Abstract 清⽊班員は各種がん細胞株の産⽣するメタロプロテア-ゼのmRNA発現をノ-ザン法で調べ、また鶏卵胎児の肝臓へ転移したがん細胞での発現を免疫組織学的に
調べることにより、がん細胞でのMMPー9の発現が鶏卵法での転移能と良く相関することを⽰した。佐藤班員はMMPー9遺伝⼦の発現制御領域を解析し、その発
現が転写因⼦APー1,Spー1,NFーkBの結合部位を介して制御されることを⽰した。また、MMPー1、MMPー3遺伝⼦の制御領域との⽐較から、Spー1,NFーkBの
結合部位を介するシグナルがMMPー9発現を誘導するために特徴的に必要とされることを明かにした。宮崎班員はインヒビタ-結合型MMPー2およびMMPー9が
MMPー3によって効率良く活性化されることを⽰した。岡⽥班員はMMPー1、2、3、9とTIMPー1に対する単クロ-ン抗体を作成し、肺癌組織における発現を免
疫組織学的に調べた。その結果、MMPー1とMMPー9が癌組織での主要酵素であり、TIMPー1との不均衡状態の存在を⽰した。早川班員はTIMPー2に特異的な
単クロ-ン抗体を作成し、サンドイッチ酵素免疫測定法を確⽴した。⾕⼝班員はβmアクチンが重合アクチンを安定化し、細胞運動能を低下させることにより転
移能を抑制する可能性を⽰した。⽊村班員はヒトNDPキナ-ゼの2種のアイソフォ-ムに対応するラットホモロ-グcDNAを単離し、各組織での発現を調べた。ラッ
トがん細胞の転移能との関係、シグナル伝達系への関与野解析を始めている。
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